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はじめに

　岡山市中区の旭東地区にある岡山
旭東病院は，一般財団法人（1953年
土井健男と高畠正夫によって創設）
の一事業として，1983年，19床の旭
東整形外科医院（土井基之開設）と
して設立される．その後， 5 度に渡
る増床を重ね，現在202床の脳・神
経・運動器疾患の総合的専門病院と
して運営している．また，地域医療
支援病院として，地域包括ケアシス
テムの中で高齢社会に対応した役割
も果たしている．

沿　　革

　1983年旭東整形外科医院（19床）
を設立後，1988年岡山旭東病院（102
床）に名称変更，1997年西館 3 階病
棟開設（124床），1998年西館 2 階病
棟開設（162床），2014年には第 6 次
増改築工事が完成して202床となっ
た．脳卒中センターの移動や手術室
の増設（ 4 つの手術室），院内デイケ
ア室の設置，当直室・休憩室・実習
室などの整備により，療養環境だけ

でなく職場環境や学習環境も格段に
よくなった．2015年には，急性期病
棟30床を亜急性期地域包括ケア病棟
とした．急性期病棟は 7 ： 1 看護体
制の172床となる．2016年度の総医業
収入は673,000万円，人件費率48.2%，
病床稼働率86.9%，紹介率53.9%，逆
紹介率88.9% であった．
　関連施設として，岡山リハビリテ
ーション病院（129床），岡山ハッピ
ィライフ操風（サービス付高齢者専
用賃貸住宅 72戸），訪問看護ステー
ション，M&L ジャパン（株）等を
財団の事業として展開している．

経営理念

1．安心して，生命をゆだねられる
病院

2．快適な，人間味のある温かい医
療と療養環境を備えた病院

3．他の医療機関・福祉施設と共に
良い医療を支える病院

4．職員ひとりひとりが幸せで，や
りがいのある病院

　1990年度から全職員による，経営
指針書の作成から始まる事業計画に

沿って，PDCA を効果的に運用し，
日々実践している．

病院の概要

　病院の職員構成：2016年度の職員
数は，約500名（正職員469名・非常
勤26名），医師常勤31名・非常勤医師
40名，看護部門236名，診療技術部門
129名，事務部門65名，健康センター
8 名，訪問看護ステーション 9 名で
ある．先進医療機器として，2017年
には，血管撮影装置  1 台，PET・
CT（ベビーサイクロトロンにて薬剤
製造）1 台，SPECT  1 台を更新し，
2018年にはサイバーナイフを更新予
定である．また，MRI  4 台（ 3Ｔ  2
台・1.5Ｔ  2 台），64列マルチスライ
ス CT  1 台，骨塩測定装置  1 台・
マンモグラフィ  1 台などを設置し
ており，地域の画像センターとして
の役割を果たしている．年間検査件
数は2016年実績で，MRI 検査19,429
件，PET 検査1,049件，SPECT 検査
563件であった．
　診療科は脳神経外科，整形外科，
神経内科，内科，循環器科，放射線
科，麻酔科，リハビリテーション科，
形成外科，リウマチ科を標榜してい
る．関連教育事業として，臨床研修
指定病院 協力型であり，日本脳神経
外科学会，日本整形外科学会，日本
神経学会，日本脳卒中学会，日本て
んかん学会，日本麻酔科学会，日本
医学放射線学会等の各専門医研修施
設として認証されている．また，実
習施設として，大学・専門学校など
23施設から受け入れ，講師派遣は13
教育施設におこなっている．日本医
療機能評価（ 3 rdG. ver. 1.1）を2016
年 に 更 新 認 定 し，そ の 他，ISO 
15189，Ｐマーク（個人情報保護）等
取得済み．
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病院の特徴

1 ．脳・神経・運動器疾患の総合的
専門病院
　脳腫瘍・脳卒中疾患，パーキンソ
ン氏病，てんかん，その他の難病な
ど，神経系疾患の県南東部圏域での
シェア率は22.8% であり，2016年度
は脳神経外科302件，整形外科1,496
件の手術をおこなっている．サイバ
ーナイフは導入後，脳腫瘍など4,000
件を超えて診療実績を重ねている．
2018年度には体幹治療を開始予定で
あり，放射線専門治療医との連携を
とっていく予定である．また，血管
内外科は症例の今後の増加が予測さ
れる．整形外科は，膝関節疾患や脊
椎外科など，新たなチャレンジを行
っており，症例も着実に増加してい
る．神経内科は，パーキンソン氏病
を始め，脳卒中を積極的に受け入れ
ている．手術適応のある疾患は，熟

練の脳神経外科医師によって脳腫瘍
や三叉神経痛・顔面けいれんなどの
機能的外科，脳動脈瘤などの手術を
おこなっている．また，血管内外科
では，血栓回収・脳動脈瘤に対して
コイリングなどの治療を岡山大学脳
神経外科血管内チームの協力の下に
なされている．（図）
2 ．地域医療支援病院（2011年認定）
　地域医療支援を担っている基幹病
院として，地域のクリニックの先生
方，コメディカルスタッフへのカン
ファレンスの開催，逆紹介などを通
じて，かかりつけ医と連携して，地
域包括ケアシステムの一翼を担って
いる．
3 ．健康センター（脳ドック・PET
癌ドック・特定健診）の運営
　年間2,500人の利用者があり，外国
人の受診対応も準備中である．
4 ．アートと医療の融合
　院内コンサート（1990～2017.7ま

で300回）・絵画展示・生け花・庭
園・料理・ 5Ｓ運動＋ Smile ＝ 6Ｓ，
接遇など，利用者が癒やされる病院
としての環境整備を積極的におこな
ってきた．

学術記録（2016年度）

　学会活動は活発で，学習型病院と
して，研鑽を推進している．診療部
門：発表28，論文21．診療技術部門：
発表16，論文 6．看護部門：発表 7，
論文 1．事務部門：発表11，論文 4．

おわりに

　全職員で作成する経営指針書に基
づく高品質な医療と療養環境の提供
を目指してきた．その成果として，
日本医療機能評価機構の審査（2015
年）において，Ｓ評価（秀でている）
を15取得する．Ａ評価：66，Ｂ評価：
6，Ｃ評価： 1 （改善後Ｂ評価へ）．
2013年度には経済産業省より，おも
てなし経営企業選に選出された．ま
た，ワーク・ライフ・バランス憲章
に沿った経営を実践し，厚生労働省
より，2016年に，プラチナくるみん
マークの認証を頂いた．
　医療の質と経営の質は，そのバラ
ンスが重要であり，脳・神経・運動
器疾患の総合的な専門病院として，
岡山大学医学部の関連病院として，
また地域から支持される病院を目指
して精進していきます．
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